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工
業
統
計
調
査
の
実
施

口市
企
画
課

　

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計

調
査
を
全
国
一
斉
に
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
日
本
の

工
業
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

12
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
訪
問

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
項
に

つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
統

計
以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎

30-

６
１
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

傍
聴
で
き
ま
す

彦
根
市
障
害
者
福
祉

推
進
会
議
・
専
門
委
員
会

　口市
障
害
福
祉
課

①
彦
根
市
障
害
者
福
祉
推
進
会
議

（
平
成
26
年
度
第
２
回
）

内
容　

彦
根
市
障
害
者
計
画

「
ひ
こ
ね
障
害
者
ま
ち
づ
く

り
プ
ラ
ン
」
の
策
定
と
進
行

状
況
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し

ま
す
。

日
時　

平
成
27
年
１
月
７
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
同
３
時
30

期
限
は
２
月
２
日
㈪
で
す

償
却
資
産
の
申
告
を

口市
税
務
課

　

償
却
資
産
と
は
、
事
業
の
た
め

に
使
う
こ
と
の
で
き
る
土
地
・
家

屋
以
外
の
資
産
で
、
そ
の
減
価
償

却
費
が
、
法
人
税
法
ま
た
は
所
得

税
法
で
定
め
る
所
得
の
計
算
上
、

損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に
算
入
さ

れ
る
資
産（
※
）で
す
。（
左
表
参
照
）

　

償
却
資
産
は
、
土
地
や
家
屋
と

同
じ
よ
う
に
固
定
資
産
税
の
課
税

対
象
で
す
。
こ
の
よ
う
な
事
業
用

資
産
（
貸
し
付
け
て
い
る
も
の
を
含

む
）
を
市
内
に
所
有
し
て
い
る
人

は
、毎
年
１
月
１
日
現
在
の
、そ
の

償
却
資
産
の
所
在
地
、
種
類
、
数

量
、
取
得
時
期
、
取
得
価
額
、
耐

用
年
数
な
ど
を
申
告
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

※
こ
れ
に
類
す
る
資
産
で
、
法
人

税
ま
た
は
所
得
税
を
課
税
さ

れ
て
い
な
い
人
が
所
有
す
る

資
産
を
含
み
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
エ
ル
タ
ッ
ク

ス
）
で
も
申
告
で
き
ま
す

　

窓
口
に
来
ら
れ
た
り
、
郵
送
し

た
り
す
る
手
間
が
省
け
る
だ
け
で

な
く
、
複
数
の
自
治
体
へ
の
申
告

門、塀、庭園、広告塔、舗装路面、仮設の
建物、電気設備、空調設備、サービス設備、
テナント負担分の内装、建築設備　など

構築物

旋盤、ボール盤、ミシン、ウインチ、ホイ
スト、クレーン、受変電設備、自走式作業
用機械、太陽光発電設備　など　

機械、装置

飛行機、ヘリコプター　など航空機

ボート、漁船、汽船　など船舶

動力運搬車、手押し車、大型特殊自動車
（ただし、自動車税が課税されているものは除
く）など

車両、運搬具

切削（せっさく）道具、測定工具、陳列ケ
ース、複写機、パソコン、医療機器、ネオ
ンサイン、看板、接客用家具、その他営業
用機器の備品　など

工具、器具、
備品

償却資産の例

も
一
度
の
送
信
で
で
き
ま
す
。
詳

し
い
申
告
方
法
は
、
エ
ル
タ
ッ

ク
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.eltax.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産

税
係
☎
30-

６
１
３
８
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
実
施

口市
企
画
課

　

農
林
水
産
省
で
は
、「
農
林
業
の

国
勢
調
査
」
と
い
わ
れ
る
「
２
０

１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
全

国
一
斉
に
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、日
本
の
農
林
業
・

農
山
村
地
域
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
、
今
後
の
農
林
業
の
政
策
に
役

立
て
る
た
め
に
５
年
ご
と
に
実
施

す
る
極
め
て
重
要
な
調
査
で
す
。

　

12
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
農
林

業
関
係
者
の
皆
さ
ん
を
訪
問
し
て

調
査
票
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
農

林
業
の
経
営
状
況
な
ど
の
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
項
に

つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
統

計
以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎

30-

６
１
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

分

②
彦
根
市
障
害
者
福
祉
推
進
会
議

専
門
委
員
会

　
（
平
成
26
年
度
第
４
回
）

内
容　

彦
根
市
障
害
福
祉
計
画

の
策
定
と
進
行
状
況
な
ど
に

つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

日
時  

12
月
24
日
㈬
午
後
１
時

30
分
〜
同
３
時
30
分

場
所　

①
・
②
い
ず
れ
も
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
平
田
町
）
多
目

的
室

そ
の
他　

傍
聴
席
は
10
席
程
度
で

す
。
入
場
は
先
着
順
で
す
。
会

場
で
受
付
簿
に
①
氏
名
②
住
所

③
年
齢
を
記
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
事
前
申
し
込
み
は
不
要

で
す
が
、
手
話
通
訳
な
ど
が
必

要
な
場
合
は
、
１
週
間
前
ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

注
意
点　

議
事
に
対
し
、
拍
手
な

ど
で
賛
否
な
ど
を
表
明
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
写
真
、
ビ
デ
オ

な
ど
の
撮
影
や
録
音
な
ど
を
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

手
話
通
訳
な
ど
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先　

障
害
福
祉
課
☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７
番

第
１
席

所と
こ
ろ　

晴は
る
き生 

さ
ん

	

（
河
瀬
小
学
校
４
年
）

ピ
ア
ノ
と
ぼ
く
（
作
文
）

第
２
席

門か
ど
の野　

稜り
ょ
う
へ
い平 

さ
ん

	

（
城
西
小
学
校
３
年
）

ネ
コ
が
庭
に
来
た
（
作
文
）

第
３
席

一い
ち
の
せ

ノ
瀬　

剛つ
よ
し志	

さ
ん

	
（
城
西
小
学
校
３
年
）

楽
し
か
っ
た
釣
り
（
作
文
）

第
１
席

山や
ま
し
た下　

大だ
い
き貴	

さ
ん

	

（
河
瀬
中
学
校
２
年
）

六
十
九
回
目
の
夏
に
（
作
文
）

第
２
席

日く
さ
か下　

真ま

お桜	

さ
ん

	

（
稲
枝
中
学
校
２
年
）

私
と
世
界
と
本
と
（
作
文
）

第
３
席

安や
す
ま
つ松　

日ひ

な菜	

さ
ん

	

（
南
中
学
校
３
年
）

目
を
こ
ら
す
こ
と
（
作
文
）

第
１
席

竹た
け
し
た下　

由ゆ

か夏	

さ
ん

	

（
兵
庫
県
・
日
高
高
校
２
年
）

蛍
火
（
創
作
）

第
２
席

平ひ
ら
い井　

都さ
と
め女	

さ
ん

（
岐
阜
県
・
本
巣
松
陽
高
校
３
年
）

橙
の
街
（
創
作
）

第
３
席

山や
ま

本も
と　

美み

穂ほ	

さ
ん

	

（
彦
根
東
高
校
３
年
）

髪
（
随
想
）

〈
小
学
生
の
部
〉

〈
中
学
生
の
部
〉

〈
高
校
生
の
部
〉

【
文
学
奨
励
賞
】

　舟橋聖一顕彰文学賞は、彦根市の名誉市民である作
家の故	舟橋聖一さんの功績をたたえるとともに、広
く青少年の文学奨励をはじめとした教育・文化の振興
を図るために設けています。18〜 30 歳の青年を対
象とした第26回「青年文学賞」には全国から61編

の応募が、近畿各府県および滋賀県に隣接する各県の
小・中学生・高校生を対象とした第29回「文学奨励
賞」には、162編の応募がそれぞれありました。
　選考の結果、次のとおり受賞作品を決定しました。

最
優
秀
賞

　

林は
や
し　

絵え

り

さ

里
沙 

さ
ん

	
（
埼
玉
県
朝
霞
市
）

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル
の
舟

（
小
説
）

佳
作

岩い
わ
い井　

啓け
い
ご庫
さ
ん

	

（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

シ
ャ
ト
ー
か
ら
の
眺
め

（
小
説
）

【
青
年
文
学
賞
】

発表　舟橋聖一顕彰文学賞

問い合わせ先
市立図書館
☎22-0649
FAX26-0300


